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社会科学習指導案 

                      

日 時 平成○年○月○日（○） 第○校時 

                        児 童 ○○市立○○小学校 ○年○組 ○名 

                        場 所 5年○組教室 

                        授業者 文教太郎 

                        指導者 教諭 吾妻京子 

 

●単元名について 

単元名は、このように子ど

もたちにとらえさせたいこ

とを端的に表現したものに

しましょう。もっと、自分の

主張を出して「海津市の人っ

てすごいなあ！」という単元

名にすることも可能です。 

●評価規準 

評価規準は単元目標をさ

らに細分化し、具体的にした

ものと考えると書きやすく

なります。 

●評価基準  

評価規準とセットで出さ

れたものに評価基準という

ものがあります。その二つを

区別するために前者を「のり

じゅん」、後者を「もとじゅ

ん」と呼ぶ人もいます。 

 この指導案には「もとじゅ

ん」は示していませんが、「の

りじゅん」をさらに具体的に

して、実際に評価を行うため

の視点が「もとじゅん」だと

考えてください。 

 

１ 単元名  「低い土地のくらし－岐阜県海津市－」 

２ 単元の目標と評価 

（１） 目標 

 地形条件からみて特色のある地域の人々のくらしや産業について関心

を持ち、人々が自然環境に合わせ、どのような工夫や努力をしてきたかを

地図や統計などの資料をもとに調べ、国土の環境と人々のくらしとが結び

ついていることを理解する。また、海津市の人々のくらしについての学習

を通して、自分たちも地域を大切にしようとする態度を育てる。 

（２）評価規準 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．単元について 

 本単元は、学習指導要領の内容「（1）我が国の国土の自然などの様子に

ついて、次のことを地図や地球儀、資料などを活用して調べ、国土の環 

ア 関心・意

欲・態度 

イ 思考・判断、

表現 

ウ 観察・資料

活用 
エ 知識・理解 

低い土地につ

いて関心を持

ち、そこでくら

す人々の生活

の工夫などに

ついて意欲的

に知ろうとし

ている。 

海津市の人々が、

自然環境に合わ

せて様々な工夫

や努力をしなが

らくらしを築い

てきたことを考

え、ノートにまと

めることができ

る。 

地図や統計、写

真などの資料

を活用して、海

津市の人々の

くらしの様子

を読み取り、わ

かりやすく発

表したりノー

トにまとめた

りすることが

できる。 

海津市の人々の

現在の暮らしが、

過去からの工夫

や努力の上に成

立したものであ

ることを理解す

ることができる。

また、国土の環境

と人々のくらし

や産業が結びつ

いていることを

理解できる。 
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境が人々の生活や産業と密接な関連を持っていることを考えるよ

うにする。」に基づいて設定したものである。「次のこと」とは、「ア

世界の主な大陸と海洋、主な国の名称と位置、我が国の位置と領

土」、「イ国土の地形や気候の概要、自然条件から見て特色ある地

域の人々の生活」、「ウ公害から国民の健康や生活環境を守ること

の大切さ」、「国土の保全などのための森林資源の働き及び自然災

害の防止」の四つを指している。 

ここでは、その中の「イ国土の地形や気候の概要、自然条件か

ら見て特色ある地域の人々の生活」を扱い、国土の環境が人々の

生活や産業と深いつながりを持っていることを考えることができ

るようにする。 

児童はこれまでに本単元の大単元である「わたしたちの国土」

の中で、「国土の地形と特色」を学習してきた。したがって、山地

や平地の様子、広がりなど国土の地形の特色については理解して

いる。しかし、それぞれの特色を持つ地域で、実際に人々がどの

ようにくらしているのか、どのような違いがあるのかという国土

と人々の生活との関わりについては、まだ学習していない。 

本単元では、自然条件に特色のある地域として岐阜県海津市を

取り上げ、地形と人々の暮らしとのかかわりについて児童の理解

を深めたい。 

海津市は、水害が起きやすい地域である。その要因として大き

く次の二つを挙げることができる。一つは、木曽川・揖斐川・長

良川の三つの大河川に挟まれていることである。今一つは、０メ

ートル以下の平らな土地が広がっていることである。 

海津市は昔から水害の多い地域で、人々の工夫と努力により水

害を防いで来たことを理解できるようにする。また、豊かな水を

生かし、農業や観光などを発展させて来たことも理解させたい。

これらの学習を通して人々が地形に合わせ工夫や努力を重ねなが

らより良いくらしを作り上げていったことを理解させるのである。 

本学級は男子 18名、女子 19名の計 37名の学級である。本学級

の児童は、〇〇市の台地上に住んでいるため、水害を経験したこ

とがない。だが、児童が魚釣りなどでよく遊びに行く市内の低地

帯は明治以降も何度も利根川の氾濫に遭っている。よく見れば、

昔から在る農家は盛り土の上に建てられているし、氾濫で死んだ

人々の慰霊碑も建っている。したがって、この低地帯の様子を示 

●「単元について」に書くこと  

実習校によって指導されること

が違うかもしれません。でも、最

低、次の四つは入れたいものです。 

１）学習指導要領とのつながり 

 教員である以上、学習指導要領

を無視することはできません。指

導しようと思っている単元の学習

内容として学習指導要領がどんな

ことを示しているかはきちんと把

握しましょう。 

２）教育内容と教材について 

 子どもたちに教えようとするこ

と（教育内容）について、教師自

身が何をどこまで理解しているか

を書きます。 

また、その教育内容のためにな

ぜ或るモノ・コトを教材として選

んだかについても書く必要があり

ます。たとえば、封建時代の身分

制について教えたいと思ったら、

教師がどれだけそれをきちんと把

握しているか（教育内容の理解）

を簡潔に書くとともに、なぜ（た

とえば教材として）日光の東照宮

でなく、学区にある庄屋屋敷を選

んだかについても書きます（教材

選定の理由）。 

３）児童の実態 

 元気だ、よく手があがるなど単

元の指導内容と余り関係のないこ

とを書いても意味がありません。

これから学習しようとしているこ

とについての「児童の実態」を書

くものです。ですから、次の四つ
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を書きましょう。 

・これまでにどんなことを学んで

きたのか（既習事項） 

・発達段階はどうか 

・どんな生活経験をしているのか

（学校で学んでいなくても知っ

ていることもあるのです） 

・だからどんな点に留意してどん

な風に指導するのか等（指導観） 

４）単元の系統 

 これを把握しておくことは、既

習事項をつかむためにも、また教

えすぎないためにも必要です。 

●単元の指導計画について 

 暗記社会科、講義型社会科授業

にしないために、１単元１サイク

ル、あるいは１小単元１サイクル

で、指導計画をつくるという手法

がよくとられます。 

１サイクルとは、次のようなも

のです(基本であってバリエーシ

ョンもあります)。 

事象提示（これから学習させよう

ということに対する“？”を、い

っぱい持たせる＝興味・関心の惹

起）→課題把握→[予想＝課題とし

て示されたことについて仮説を立

てさせますが、いきなり次の調べ

に入る指導過程をとるものもあり

ます；思考力をみることができま

す]→調べ (資料活用力を養うとこ

ろであり、また評価するところに

なります) →まとめ ( 知識の定着

を図ります；思考力や判断力、表

現力を育成することも可能です) 

す写真資料や統計資料と海津市のそれとを対比させるなら、児童

は海津市の人々が水害を防ぐためにどのような工夫・努力を積み

重ねてきたか、それが海津市の景観の中にどう反映されているの

かを推論することができるであろう。 

本単元を、単に海津市の人々の水との戦いの学習にとどめず、

人々が自然条件を利用して生活を向上させようとしている姿やそ

の底にある願いまで学ばせたい。そこで、本単元の指導計画を以

下のように立てた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・お客が来やすく、買いやすい商店街にするためにどんな工夫  

をしているか 

・なぜそうした工夫や努力をするのか 

・○○商店会の自慢は何か 

子どもたちの人格形成という面からいうなら、教師として何

人かの子どもたちの消費性向について問題を感じている。しか

し、社会科の指導とするために、倹約・節約などの徳目を注入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．指導計画（４時間扱い） 

次 時

数 
主な学習活動 各時間の評価規準 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

○海津市で水害が多い理由

を調べる 

・水害が多い理由を予想する 

・白地図の川の部分に色を塗

り、名前を調べ、気付いた

ことを発表する。 

・白地図の低い土地の部分

（０m以下）に色を塗り、

気が付いたことを発表す

る。 

○人々はどのようにして水

害を防いで来たかを知る。 

・年代別水害発生件数のグラ

フを見せ、1901 年以降水

害が急激に減っているこ

とに気付かせる。 

・自分が神様だったらどのよ

うに水害を防ぐかを予想

させる。 

・教科書、資料集を使って水

害を防いだ方法を調べ、ワ

ークシートにまとめる。 

ア 低い土地について

関心を持ち、そこでく

らす人々の生活につ

いて意欲的に知ろう

としている。 

エ 水害が多い理由を

理解している。 

 

 

 

ウ 地図や統計、写真な

どの資料を活用し、水

害を防いだ方法を調

べることができる。 

 

エ 人々がどのように

して水害を防いで来

たのかを理解してい

る。 

 ※「単元の指導計画」は、以下省略するが、この後、農業や観光産

業での豊かな水の活用を学ぶように計画している。 
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５．本時の学習（ １／４時間目） 

（１）本時の目標 

・なぜ海津市は水害が多いのかを調べ、理解することができる。 

・水害が多い地域で人々はどのように生活しているのか、人々の

くらしに興味や関心を持つ 

（２）評価規準 

・なぜ、海津市では水害が起きやすいのかが分かったか。（エ知識・

理解） 

・水害が多く住むのが大変そうなところで人々はどのようにくら

しているのかと疑問や関心を持てたか。（ア興味・関心） 

（３）準備 

・ワークシート 

・海津市の白地図（板書用） 

・洪水の写真 

・色鉛筆 

（４）展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●本時の展開について 

１）シナリオを書くように書きま

しょう。つまり、教師の発問や指

示、説明などはすべてセリフだと

思って、そのまま書きましょう。  

また、「～～を板書する」といっ

た教師の行動についての記述はト

書きだと思って書きましょう。  

２）「児童の活動」に書く子どもの

反応は、次の３つの種類に分けら

れます。「授業進行のために、絶対

出て来てほしい発言」、「出て来て

は困る発言」、「出て来るだろうと

思われる発言」 

３）そこで、指導上の留意点には

「絶対に出て来てほしい発言」が

出て来ないときはどうするか、「出

て来てほしくない発言」が出て来

たときはどうするかといった手立

てを書くことになります。 

４）指導上の留意点にはその他に

どんな資料を何のために、どこに

掲示する、あるいはどういうタイ

ミングで、どんなふうに提示する

のか（一度に全部見せるのか、だ

んだんに見せていく）なども書い

ておく方が、授業の時に困りませ

ん。 

 

 

 

 

 

 

 

過程 

（時配） 教師の指導 児童の活動 

☆指導上の留

意点 ★

評価 

事 
 
 
 

象 
 
 
 

提 
 
 
 

示 
 

(

５
分) 

○洪水や土砂崩れ

の写真を見せ

る。 

「みんな、これは

何の写真か分か

りますか？」 

 

○水害が起きやす

い地域があるこ

とを伝える。 

「これは、私たち

の〇〇市の△△

町が、この 100

年の間にどれだ

け水害に遭った

かを示すグラフ 

 

 

 

・台風 

・洪水 

・大雨 

・水害ってこわいね 

 

 

☆水害の怖さ

やすさまじ

さが伝わる

写真(資料①)

を見せる。 
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●課題について 

 学習指導要領にしたがって社会

科の授業の課題を作ると「○○で

働いている人たちはどんな工夫や

努力をして仕事をしているのだろ

う。」「そうした工夫や努力の底に

ある願いや思いは何だろう」とい

うものになります。しかし、これ

ではあまりに直接過ぎて子どもた

ちの学習意欲を引き出せないと考

えたのでしょう。多くの授業がこ

のように「○○の秘密をさぐろう」

というものになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

です。どうです

か？」 

 

 

 

「なるほど。」 

「さて、これは海津

市という所が水

害に遭った回数

を示すグラフで

す。私たちの市の

△△町と比べて

どうですか？」 

 

 

 

「なんで、こんなに

水害が多いと思

いますか？」 

 

 

 

「大きな川がある

ということです

か？他に理由は

考えられません

か？ 

・すごく多い。 

・3年に一度くらいは

水害に遭っていた。 

・でも、○年から水害

の数が減っている。 

 

 

 

 

・倍くらいありそう。 

・何で、こんなに水害

が多いのですか？ 

・海津の人たちは引っ

越そうと考えない

のですか？ 

 

 

 

・私たちの市の△△町

のそばには利根川

が流れています。そ

れに土地が低い。海

津市も同じじゃな

いでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆（資料②） 

 

 

☆水害が起

きやす

い地域

の一つ

に岐阜

県海津

市があ

ること

を理解

さ せ

る。 

よ  

「では、海津市で

は、なぜこんなに

水害が多いのか、

その秘密を調べ

てみましょう。」 

 

 

○課題を把握する  

海津市は、なぜ水害が多いのだろう？その秘密を探

ろう。 

課

題

把

握 

２

分 
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――――――――――   後略   ―――――――――― 

 

●予想と追求解決について 

ここでは、「予想」の段階をほぼ

省いた指導になっています。その

代わりに「追求解決」の初めの段

階で、「海津市の近くには川がある

から水害が多い」という予想にゆ

さぶりをかけています。そして、

どうやったら、自分たちの予想が

確かめられるかを子どもたちに考

えさせ、それから「追求解決」に

入るという展開にしています。 

 でも、子どもたちが出した地図

帳とか資料集、教科書記述だけで

はまだ不十分だという所まで子ど

もたちを追い込みましょう。そし

て子どもたちにどんな資料が欲し

いか、考えさせましょう。その資

料は当然、教師の方で用意してお

きましょう。子どもたちから要求

されるまで、簡単に示してしまう

のはやめましょう。 

 左の発言のように、ずれたタイ

ミングで発言する子どももいます。

単に排除しないで、上手に授業の

流れに取り込みましょう。 

子どもたちの追求力を育てるた

めに、教材に応じて、この単元は

教師がすべて資料を用意する、あ

の単元は、子どもたちに追求させ

るステップを設けると考えながら、

授業を作るのが楽しい、と言える

ようになったら、職業人としてと

ても幸せなことだと思いませんか。

目指しましょう、授業のプロを！ 

 

後                    略 

 

 

   

 

「地図帳で、海津市を

探してください。」 

「川がありますか？」 

「では、その川の名前

を教えてくださ

い。」 

 

 

「たしかに川はあるけ

ど、その川は水害を

出すほど大きいのか

な？」 

「それに、海津市の方

が、土地が高かった

ら、そんなに水害に

は合わないと思うけ

ど」 

 

 

 

 

「ほう～、面白いね。

水はけが悪いね。」 

「では、話を戻して。

どうしたら、みなさ

んの予想が正しいと

証明できますか。」 

 

 

 

・見つけました。 

・あります。 

 

・木曽川 

・揖斐川 

・長良川 

 

 

 

 

 

 

 

 

・先生、今頃なんだ

けど、水はけが悪

いっていうことも

考えられません

か？ 

 

 

 

・地図帳で、土地の

高さを調べるとい

うのはどうです

か。 

・資料集や教科書に

海津町のことが載

っているかもしれ

ないから調べてみ

たいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追
求
解
決
（
２
５
分
） 
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●板書について 

１）１時間１板書が基本です。だ

から、途中で消したりしないよ

うにします。 

２）それは、授業が終わった時に

板書をみれば、その時間にどん

な課題で何を学んだかがわかり、

かつ途中で出た子どもたちの発

言も（一部でよいから）わかる、

そして最後に何を学んだかがわ

かるようなものが好ましいから

です。 

 

●資料について 

社会科は小学校３年生から始ま

ります。その 3年生にいきなり棒

グラフや折れ線グラフを使った資

料を提示しないようにしましょう。

算数で習っていないからです。5

年生のこの段階ではもう習ってい

ますから、こうした抽象的なグラ

フを使っています。中学年段階で

は、親しみやすい絵などを利用し

てグラフを作ります。 

 また、資料を作成したときには、

面倒でも必ず出典を書くものです。

出所の怪しい資料は、アカデミズ

ムの世界でも教育の世界でも信用

されません。子どもたちにも、資

料の出所を気にする習慣を付けま

しょう。インターネット上に、怪

しい情報がたくさんのっかってい

る時代ですから。 

 

 

 

 

 

（５）板書計画 

 

 

 

（６）資料 
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（出典：○○） 

 

※ この学習指導案は、平成 28年度卒業（社会専修）の黒羽雄大君が「教職実践

演習」の為に作成したものを、一部作りなおしたものです。記して謝意を表します。 

㊫ 

 

 

（予想） 

・雨がたくさんふる 

・川とか海が近くにある 

・水はけが悪い 

   

○ま 海津市で水害が多いのは、川に囲まれ、土地が低いから。 

海津市は、なぜ水害が多いの

だろう？その秘密を探ろ

う。 

 

 

 

海津市の白地図 

 




